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据付、接続(配線)、運転、保守点検の前に必ずこの取扱説明書を読み、
正しく御使用下さい。
また、必要なときに見られるよう、本書を大切に保管してください。
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６.運転と操作

①「オート/マニュアル選択スイッッチ」で運転モード、「回転方向切替スイッチ」で回転方向を選択します。
②ブレーカをONにする。インバータの数値表示が点滅します。
③「RUN」を押す。「RUN」の緑色ランプが点灯し、運転準備状態になります。
④テーブルの回転は、ダンサーレバーにより回転・停止します。
　*加工機による運転前に、ダンサーレバーによるテーブルの回転方向・回転・停止、
　 またフルストロークひっぱた時に異常停止することを確認してください。
⑤ダンサーレバーが、フルストローク引っ張られると機械は異常停止し、「STOP/RESET]の赤色ランプが点灯します。
⑥異常停止をリセットするときは「STOP/RESET]を押してください。赤ランプが消灯し②の状態に戻ります。
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●機械の運転操作は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故の原
　因となります。
●電源投入後は、ボビン・リール等回転部に触らないでください。重大な事故の原因となります。
●装置を運転する時は、必ず安全柵を設置してください。可動部への接触・回転部への巻込み・材料の転倒により重大な事
　故が発生するおそれがあります。

危険

●電源投入後、材料を載せるなど、準備作業は行わないで下さい。
●制御盤を開けたまま運転しないこと。感電・誤動作・けがのおそれがあります。
●最大積載以上は積載しない。転倒、けがのおそれがあります。
●インバータエラートリップ停止時、
　エラー内容を確認し、インバータマニュアルを参照の上、各エラーに対処すること。
　特にオーバーロード発生時は、配線・モーターの温度に異常がないか確認すること。火災・怪我のおそれがあります。
●インバータの設定は変更しないで下さい。誤動作・故障・事故の原因になります。
●テンションレバーによる起動・停止・異常停止動作を必ず確認すること。

警告

●材料は、偏心しないように載せること。装置及び材料が転倒し故障・けがのおそれがあります。
●材料端末付近で必ず運転を停止してください。運転が停止できない場合、断線検出装置(端末検出装置)等を設置し、機械
　を停止させてください。材料端末の跳ねにより、けがをするおそれがあります。

注意

サブセット速度設定ボリューム

サブセット機能選択スイッチ

回転方向切替スイッチ

マニュアル速度設定ボリューム

オート／マニュアル選択スイッチ

運転スイッチ 停止及び異常リセットスイッチ









PC402 MAIN
(制御部基板)

PC402 PANEL
(操作部基板)








